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年に国立の代替医務局（Office of Alternative Medicine）が設立され、2014年に
名称変更し国立補完統合衛生センター（National Center for Complementary and


































































































































1983年にアメリカの社会学者 A. R．ホックシールド（Hochschild, A. R.）が
















































































































































































































































だ び ご ま ぎ れ い
れる荼毘護摩儀礼に基づいて、西チベット・ラダック地方では現在でもこの形
式による火葬が行われている。この一連の葬送儀礼は河村らによって、『チベ































































































































（Dalai Lama & Goleman 2003、加藤訳 2003）、積極的に活動しておられること
も大きな影響と考えられるが、科学者や心理学者の中でも瞑想を実践している
人は少なくない。科学と矛盾しない、むしろ仏教的な発想から示唆されること
が多いという興味深い示唆を示している（タナカ 2010 : 205-264）。一例をあげ






























α 波よりもさらに深い θ 波が出現し、幸福を感じる前頭前野が活発な状態であ
ったことや、免疫力が向上する状態が明らかになったことが紹介されている
３６

































































































































































２ 「薫習」については鮫島ほか 2018、注 1（pp.100-101）参照。
３ 国立補完統合衛生センター（National Center for Complementary and Integrative
Health）https : //nccih.nih.gov/
４ 日本統合医療学会 http : //imj.or.jp/。
５ 日本ホリステック医学協会 http : //www.holistic-medicine.or.jp/。
６ 日本ホリスティクナーシング研究会 http : //www.jhna.jp/。








９ 朝日新聞 DIGITAL 2018年 10月 26 日 https : //www.asahi.com/articles/ASLBV247
FLBVUBQU002.html
１０ 『初会金剛頂経』には、「奇哉自性浄 随染欲自然 離欲清浄故 以染而調伏」とあ
り、自性清浄を偈頌の関係から自性浄としている（T 18.No.865. p.209 b）。この部分の
Skt は堀内寛仁『梵蔵漢対照 初会金剛頂経の研究 上』密教文化研究所、1983年、
§52「svabhāva śuddha, rang bzhin dag pa」とあり（Tib.D.No.479.7 b, P.No 112.8 a）、こ
の他にも同様の表記が散見される。また、J. S. Negi : Tibetan-Sanskrit Dictionary
vol.14, Central Insttute of Higher Tibetan Studies Sarnath, Varanasi, 2004, p.6148にも rang





語の意味、さらに tathā＋gata だけでなく、tathā＋āgata という分割も可能で、それを
活用し様々な解釈を提示することで種々のブッダ観が示されている。萩原（1938 : 884
-886）は Buddhaghosa の解釈として、tathā＋gata と、tathā＋āgata と捉える場合があ
り、前者は如去（全ての煩悩を滅して去る者）、と如来（一切を知る智慧に到達した
もの）という。高崎（1983 : 49）には、「ā-gata（来る）という動詞は日本語とはちが
い、ある地点への到達を示す。したがって視点の置き方によって、こちらとあちらの
いずれにも用いられる」とある。また、密教経典である『金剛頂大秘密瑜伽タント
ラ』には、「〔まず〕法そのもの（如、tathā）に安住され再び他に転変して、真実の道
を説示される、かの者が如来（tahāgata）と言われる」（北村／タントラ仏教研究会
2012 : 33）とある。
１２ アメリカで流行し、近年日本でも注目される瞑想やマインドフルネスも当然のこと
ながら、インドの宗教文化、特に仏教のそれをベースにしている。しかし、ここにも
本論の 1で指摘したように、有用であるから導入するものの、その本質が忘れ去られ
る“蛸壺化”が見られる。たとえば、仏教の瞑想（マインドフルネス）は簡潔に述べ
るなら、事実と感情を切り分ける作用をもつ。当然それは仏教の修行体系の一部であ
って、それを通し、感情に振り回されることなく、そして他者を傷付けず、むしろ他
者を温かく迎え入れながら、自らの人生をまっとうすることが目的とされている。し
かし、現代のアメリカでは、本来の目的を顧みることなく、事実と感情を切り分ける
効用を軍事利用している可能性が指摘されている（ネルケ無方「禅の立場から指摘す
る「マクマインドフルネス」の問題点」（別冊サンガジャパン 3、2016、pp.352-
355））。これは極端な例であるが、何のための“マインドフルネス”（mindfulness，あ
るいは awareness）か、その実践の意図することを幾度も仏教に立ち戻って確かめる
ことによってこそ、有用性のある実践となろう。
４２
